
横浜市環境影響評価条例に基づく意見の聴取の手続に係る実施要領 
 

制  定  平成23年10月28日 

改  正  令和６年３月22日 
 
（趣旨） 

第１条  横浜市環境影響評価条例（以下「条例」という。）第30条第２項又は第59条第５項に

基づく横浜市環境影響評価審査会（以下「審査会」という。）による意見の聴取に関し、横浜

市環境影響評価条例施行規則（以下「規則」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定

める。 

 

(意見陳述の申出等) 

第２条 規則第30条第１項の規定による申出は、意見陳述申出書（第１号様式）若しくは任意

の様式に申出書様式に記載のあるすべての事項を記載した書面又は横浜市電子申請・届出シ

ステムのいずれかにより行わなければならない。 

２ 意見陳述申出書の提出期間は、条例第30条第１項又は第59条第４項の規定による縦覧期間

とする。 

 

（意見の聴取を行う者の選定等） 

第３条 規則第30条第２項の規定による選定は、条例第30条第１項又は第59条第４項の規定に

より申出をした者のうちから選定する。 

（１） 意見聴取の選定人数は、対象事業ごとに原則10名程度までとする。 

（２） 申出をしたすべての者の陳述が困難であると審査会が認める場合、意見の要旨を同じ

くする者のうちから、それぞれ抽選により審査会が意見陳述人の選定を行うものとする。 

２ 規則第30条第４項の規定による通知は、意見陳述人選定結果通知書（第２号様式又は第３

号様式）により行うものとする。 

 

（意見の陳述の回数及び時間） 

第４条 意見の聴取は原則審査会の会議１回の範囲内で行うこととする。 

２ 規則第30条第３項の規定による意見陳述の時間は、１人あたり10分以内とする。ただし、

審査会は、必要に応じてこれと異なる時間を定めることができる。 

 

（意見の陳述等） 

第５条 意見陳述人は、発言をしようとするときは、会長の許可を受けなければならない。 

２ 意見陳述人は、意見の陳述において、当該案件に係る環境保全の見地からの意見以外の事

項を発言してはならない。 

３ 会長は、意見の陳述が第４条第２項に定める陳述時間を超えたときは、その発言を禁止す

ることができる。 

４ 会長は、意見の陳述中に不穏当な言動があったときは、その言動を禁止するとともに、発

言の撤回を求めることができる。 

５ 前２項において、意見陳述人が会長の指示に従わない場合、会長は、意見陳述人に退場を

命ずることができる。 

６ 意見陳述人は代理人に意見を述べさせることができない。 



７ 意見陳述の順番は、原則として意見陳述申出書の提出順とする。 

 

（質疑） 

第６条 審査会は、意見陳述人に対し、質疑をすることができる。 

２ 意見陳述人は、審査会に対し質疑をすることができない。 

 

（資料の使用等） 

第７条 意見陳述の際に資料を使用する場合、意見陳述人は、自らの責任で資料を用意するこ

ととする。 

２ 意見陳述の際に、配布した資料以外に掲示物等の資料又は電子データ等を使用する場合に

は、意見陳述人は、その原本又は写し等を事務局に対し提供する。 

 

（補佐人） 

第８条 意見陳述を補佐するため必要な場合は、意見陳述人１人につき、１人の補佐人を認め

るものとする。 

２ 補佐人は発言することができない。 

 

（録音、録画等の禁止） 

第９条 意見陳述人又はその補佐人(以下「意見陳述人等」という。）が、意見陳述の内容の録

音、録画等をすることは認めない。 

 

（秩序維持） 

第10条 意見陳述人等が酒気を帯びていると認められる場合、審議を妨害し、又は人に迷惑を

及ぼすと認められるものを所持している場合には、審査会は意見の聴取を取りやめることが

できる。その場合、会長は、当該意見陳述人等に対し、審査会会場への入室を禁じ、又は退

場を命ずることができる。 

２ 意見陳述人等は審査会会場において、審査会の秩序を乱し、又は妨害となるような言動を

行ってはならない。これに違反するとき、会長は、当該言動を禁止し、これに従わないとき

は退場を命じることができる。 

 

（委任） 

第11条 この要領に定めるもののほか、この要領の施行に関し必要な事項は、会長が定める。 

 

附 則 
 この要領は、平成23年10月28日から実施する。 

附 則 

 この要領は、平成31年３月14日から実施する。 

附 則 

 この要領は、令和３年３月17日から実施する。 

附 則 

 この要領は、令和５年９月25日から実施する。 

附 則 

 この要領は、令和６年４月１日から実施する。 



                             第１号様式  

   

意  見  陳  述  申  出  書  
年  月  日  

（申出先）  
 横浜市環境影響評価審査会会長  
                   （申出人）  
                    郵便番号  
                    住  所  
                     （ふりがな）  
                    氏  名  
                    法人その他の団体の場合は、  
                          名称、代表者の氏名及び陳述  
                          しようとする者の氏名  
                    電話番号 

 
 横浜市環境影響評価条例第30条第１項、第59条第４項の規定に基づき、横浜市環境影響評価審

査会において意見を述べたいので申し出ます。 

対象事業の名称  
 

陳述しようとする意見の概要 
 

 

 裏面 注意事項もお読みください。 

 



注意事項 

 

 １ 申出にあたり、意見の聴取の手続に係る実施要領等を確認してください。  
２ 意見は、条例対象事業の場合は、環境影響評価準備書及び準備書意見見解書について、 

  法対象事業の場合は、環境影響評価準備書及び事業者の見解について、環境保全の見地か

ら述べることができます。  
 ３ 意見の概要は、準備書に掲げる項目を参考にして、項目ごとに、楷書で、なるべく簡潔に

記載してください。１枚で書ききれない場合は、右上に通し番号を記載し、２枚目以降は

意見の概要の欄のみ記載してください。また、この用紙でなく、任意の用紙により申出書

を提出することもできますが、その場合には、申出書様式にあるすべての事項を記載して

ください。  
 ４ 申出書の送付先  〒231-0005 横浜市中区本町6-50-10 
            横浜市環境影響評価審査会事務局 

            横浜市みどり環境局 環境影響評価課 TEL 045-671-2495 
  

≪意見の概要の記載例≫   
陳述しようとする意見の概要 

１ ○○○○について  
 (1) ・・・・・・・・・・・・・・・・  
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
   ・・・・・・・・・・・・・・・・  
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。  
 (2) ・・・・・・・・・・・・・・・・  
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
   ・・・・・・・・・・・・・・・・  ・・・・・・・・・・・・・・・。  
 
２ ××××について . 
 (1) ・・・・・・・・・・・・・・・・  
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
   ・・・・・・・・・・・・・・・・  
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。  

 



                             第２号様式 

 

 年 月 日 

 様 

横浜市環境影響評価審査会 

会長  

 

意 見 陳 述 人 選 定 結 果 通 知 書  

 

横浜市環境影響評価条例第30条第２項又は第59条第５項に規定する意見の聴取を行うに

あたり、横浜市環境影響評価条例施行規則第30条第２項の規定に基づき、当審査会で意見

の聴取を行う者の選定を行った結果、あなたに陳述を行なっていただくことになりました

ので、同施行規則第30条第４項の規定に基づき通知します。 

 

１ 意見聴取対象事業の名称 

  案 件 名 

 

２ 意見聴取の開催日及び会場 

  年  月  日（  ） 会 場 名 

 

３ 意見陳述の詳細 

（１）あなたの意見陳述の順番は、  番目です。 

（２）意見陳述時間は一人あたり   分とします。必ずこの時間内で陳述を終了できる

よう準備をお願いします。 
（３）所 定 の 場 所 に 時 分までにお越しください。 

（４） 電子データを用いて陳述される方は、あらかじめ事務局にご連絡いただくとともに、

事前準備のために、意見聴取を行う審査会開始30分前に（３）で指定する場所にお越

しください。 
（５）当日は、この通知文と、ご本人を確認できる資料（自動車運転免許証、パスポート、

健康保険証等）をお持ちください。（ご本人確認できるものがない場合には、お手数で

すが事務局までご相談ください。） 

   

４ その他 

当日は、意見聴取に対する意見陳述者としての立場で環境影響評価審査会に出席いた

だきます。意見聴取対象事業以外の審査会の傍聴を希望される場合は、別途、傍聴手続

きが必要です。（※なお、当日の議事録は、後日ホームページなどで公開いたします。） 

 

＜お問合せ先＞ 

横浜市環境影響評価審査会事務局 

横浜市みどり環境局環境影響評価課  

電話 045-671-2495 FAX 045-663-7831 

メール mk-eikyohyoka@city.yokohama.lg.jp 



                               第３号様式 

 

 年 月 日 

 様 

横浜市環境影響評価審査会 

会長  

 

意 見 陳 述 人 選 定 結 果 通 知 書  

 

横浜市環境影響評価条例第30条第２項又は第59条第５項に規定する意見の聴取を行う

にあたり、横浜市環境影響評価条例施行規則第30条第２項の規定に基づき、当審査会で

意見の聴取を行う者の選定を行った結果、あなたは以下の意見聴取対象事業における意

見聴取の陳述人となりませんでしたので、同施行規則第30条第４項の規定に基づき通知

します。 

今後とも、本市環境行政の推進に御支援くださいますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。 
 

 １ 意見聴取対象事業の名称 

   案 件 名 

 

 

＜問合せ先＞ 

横浜市環境影響評価審査会事務局 

横浜市みどり環境局環境影響評価課  

電話 045-671-2495 FAX 045-663-7831 

メール mk-eikyohyoka@city.yokohama.lg.jp 
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